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【背景・目的】 

日本透析医学会のガイドラインではGAを血糖コントロールの指標に推奨されて

いる。また、近年透析モードでは、より生体腎に近い透析モードであるオンラ

イン HDF(OLHDF)が普及しつつある。OLHDF では少量のアルブミンが喪失される

ため、今回通常の透析（HD）と OLHDF での GA の差異を検討する。 

 

【対象・方法】 

当院で治療を受けている OLHDF 群 31 名と HD 群 114 名において、3 か月間 HbA1c

と GA の両者を測定し、種々の因子の関連を解析した。 

 

【結果】 

GA について比較したところ、OLHDF 群で HD 群より有意に低く、HbA1c では差が

なかった。HbA1c と GA の換算式（HbA1c=GAx0.245+1.73）で検討したところ、や

はり OLHDF 群で HbA1c と GA の差が大きかった。 

 

【考案】 

OLHDF では GA が過小評価される可能性がある。 

 


